
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 項目 
日本の順位 
(144 か国中) 

政治 
国会議員男女比、閣僚の男女

比、最近 50 年の国家元首の在

任年数の男女比 

123 位 
(前年 103 位) 

経済 

労働力率の男女比、同種業務で

の給与格差、勤労所得の男女

比、幹部・管理職での男女比、

専門職・技術職の男女比 

114 位 
(前年 118 位) 

教育 
識字率の格差、基礎教育在学率

の格差、中等教育在学率の格

差、高等教育在学率の格差 

74 位 
(前年 76 位) 

健康 
出生時の男女比、健康寿命の男

女比 

１位 
(前年 40 位) 

総合 
 114 位 

(前年 111 位) 

大村市男女共同参画推進センターだより 

世界経済フォーラムは、男女格差の解消が世界経済の発展につながると

して、2006年から男女平等の度合いを示す「ジェンダーギャップ指数」

を発表しています。 

日本は、過去最低だった前年の 111 位からさらに後退し、114 位に

ダウン。ここ何年も 100 位以下と低迷しています。 

なぜ、日本の男女の格差はなくならないのでしょうか。 

先進諸国の中では

下の方にランク。 
男性労働者を 100 とした場合の 
女性労働者の給与水準 

職階（部長・課長・係長）の

違いや勤務年数、非正規雇用な

どで格差が生まれているよね。 

◇男女の賃金格差 

◇女性管理職比率 

〈男女間所定内給与格差の推移〉 

〈階級別役職者に占める女性の割合の推移〉 

男女共にﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽへの意識が

不十分で、女性が家事や育児を担当す

るのは当たり前、といった社会的風潮

が残っているのも要因の一つね。 

◇女性議員比率 

女性議員の数が少なければ、女性の抱

える問題が表面化しにくく、国や地域の

政策に反映できないよね。北欧では、ク

ォーター制といって、女性の割合をあら

かじめ一定数に定めて、積極的に起用す

る制度があるんだって。 

※各グラフは男女共同参画白書平成 29年版より作成 

〈政治分野における女性議員の割合〉 



 

   

■会 場  男女共同参画推進センター 

（総合福祉センター3 階） 

■講 師  金原直美さん（収納マイスター） 

■対 象  夫婦・パートナー（単独でも可） 

■受講料 無料 

■定 員  30 名（先着順） 

 

 

 
ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾘﾎﾞﾝは、女

性に対する暴力根

絶のシンボルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先・問合せ先】 

大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」 

〒856-0825  

大村市西三城町 8 番地 総合福祉センター３階 

TEL：0957-54-8715  FAX：0957-54-8700 

E ﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.nagasaki.jp 
 
[利用時間 ９:00～22:00 問合時間 ８:30～17:30] 

 

JR大村駅から徒歩７分、 
大村バスターミナルから徒歩５分 

仕事、家事・育児、

介護に忙しく、片付

けがおっくう…。 

片付けた、と思っ

たら、すぐに散らか

ってしまう…。 

作業効率を上げ

て、自分や家族と

の時間を作りたい

けど…。 

□学校では教わらないお片づけの基本 

□実は３つだけ～収納方法のお話 

□子どもと家族が変わるお片づけ 

Ｈ２９  

（日） １２/１７ 
１０：００～１２：００ 

■託 児  1 歳から未就学児まで ※要予約 

■申込方法  電話、メール、FAX のいずれかで

下記までお申込みください。 

■締 切  12 月 7 日（木） 

 

「女性のための就活応援セミナー」 「ＤＶ基礎知識講座」 

11/7、14、24、12/1 の 4 回にわたり、

もう一度働きたい女性のために、再就職を応援す

る講座を開催しました。前半の 2 回は就職のコツ

や履歴書の書き方等、後半はパソコンの基礎編と

してワードやエクセルの使い方を学びました。受

講者からは、「講座の中で自分の長所を見つけ、そ

れが仕事選びに役立つことがわかって良かった」

などの感想をいただきました。 

11 月 21 日(火)、女性に対する暴力をなくす運

動期間(毎年 11/12～25)に伴い、大切な人を守る

ために暴力について一緒に考える講座として、ドメ

スティック・バイオレンス基礎知識講座を開催しま

した。参加者からは、「思ったより被害件数が多く

て驚いた」、「DV 被害者支援に携わっている人の話

を聞くことができ、改めて考える機会になって良か

った」などの感想をいただきました。 


